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麗
う
る
わ

し
の
雅
楽
器

柳
桜
を
こ
き
ま
ぜ
て

　　　

― 

柳
と
桜
の
デ
ザ
イ
ン 

―

テ
ー
マ
展

10
3月
日

10
4月
日

特
別
公
開

雛ひ
な

と
雛
道
具

9
2月
日

6
3月
日

篳ひ
ち

篥り
き　

銘め
い

梅ば
い

薫く
ん

丸ま
る

当
館
蔵

　

京
都
・
仁に

ん

和な

寺じ

門も
ん

跡ぜ
き

の
御ご

物も
つ

で
、
門
跡
に

仕
え
る
坊ぼ

う

官か
ん

の
長な

が

尾お

家
に
代
々
伝
来
し
た
と

い
う
篳ひ

ち

篥り
き

。
室
町
時
代
の
作
と
さ
れ
る
古こ

管か
ん

で
、「
梅ば

い

薫く
ん

丸ま
る

」の
銘
が
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

篳
篥
を
納
め
る
家い

え

（
管か

ん

筥ば
こ

）
と
家
を
納
め

る
箱
は
、
楽
器
よ
り
も
後
に
作
ら
れ
た
も
の

で
す
。
家
に
は
、
た
わ
わ
に
実
る
梅
の
木
を

金
銀
の
高た

か

蒔ま
き

絵え

で
描
き
、
要

か
な
め

は
螺ら

鈿で
ん

で
鶴
丸

紋
と
し
ま
す
。
ま
た
、
箱
の
蓋
裏
に
は
、『
源

氏
物
語
』
早さ

蕨わ
ら
び
の
巻
所
収
の
和
歌
、

　

袖
ふ
れ
し　

梅
は
か
わ
ら
ぬ
匂
に
て

　
　
　

ね
こ
め
う
つ
ろ
ふ　

宿
や
こ
と
な
る

を
書
き
付
け
て
い
ま
す
。
こ
の
和
歌
は
、
光

源
氏
の
息
子
薫か

お
る

が
、
紅
梅
の
香
に
よ
っ
て
亡

き
思

お
も
い
び
と人
の
大

お
お
い
ぎ
み君
を
追
憶
し
詠よ

ん
だ
も
の
。
家

の
装
飾
と
箱
の
和
歌
と
、
い
ず
れ
も
が
銘
の

「
梅
薫
丸
」
に
因ち

な

ん
だ
も
の
に
な
っ
て
い
ま

す
。
楽
器
や
そ
れ
を
納
め
る
箱
な
ど
の
装
飾

に
は
、
し
ば
し
ば
銘
に
関
連
す
る
意
匠
が
取

り
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。

テ
ー
マ
展

8
12月

日

8
1月
日

麗
う
る
わ

し
の
雅
楽
器

テ
ー
マ
展

11
1月
日

6
2月
日

彦
根
藩
主
井
伊
家
の
印
章

８(金）
12/

１/
８(月・祝）
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雅
楽
器
と
は
、
日
本
を
代
表
す
る
伝
統
音

楽
、雅
楽
で
用
い
ら
れ
る
楽
器
の
こ
と
で
す
。

古
く
由
緒
あ
る
作
品
や
、
楽
器
と
し
て
優
れ

た
作
品
に
は
、
し
ば
し
ば
銘め
い

と
呼
ば
れ
る
愛

称
が
付
け
ら
れ
、
さ
ら
に
色
鮮
や
か
な
裂き
れ

の

袋
や
精せ
い

緻ち

な
蒔ま
き

絵え

の
箱
に
納
め
て
、
愛あ
い

玩が
ん

さ

れ
て
き
ま
し
た
。

作
品
を
収
納
す
る
こ
れ
ら
の
袋
や
箱
も
ま

た
、
見
所
の
ひ

と
つ
で
す
。
工

芸
美
の
粋す
い

を
凝こ

ら
し
た
、
華は
な

や

か
な
雅
楽
器
の

世
界
を
ご
堪
能

く
だ
さ
い
。

●
●　

常
設
展
示　

●
●

―
彦
根
藩
井
伊
家
伝
来
の
大
名
道
具
を
中
心
に
八
〇
点
あ
ま
り
を
展
示
―　

展

示

案

内

彦
根
藩
主
井
伊
家
の
印
章

展
示
室
１

テ
ー
マ
展

展
示
室
１

テ
ー
マ
展

展
示
室
１

特
別
公
開

展
示
室
１

テ
ー
マ
展

　

彦
根
藩
主
井
伊
家
の
当
主
が
使
用
し
て
い

た
印
章
は
、
現
在
七
百
顆か

余
り
が
伝
存
し
、

当
館
の
所
蔵
と
な
っ
て
い
ま
す
。
残
念
な
こ

と
に
こ
れ
ら
は
、
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）

の
関
東
大
震
災
で
罹
災
し
、
当
初
の
端
正
な

佇た
た
ず
ま
い
を
失
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
ほ
と
ん
ど

展
示
さ
れ
る
機
会
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

本
展
は
、
当
主
の
名
や
号
、
中
国
の
四
書

五
経
や
詩
文
の
文
言
な
ど
、
印
章
に
刻
ま
れ

た
多
様
な
印
文

に
注
目
し
て
こ

れ
ら
印
章
を
紹

介
し
、併
せ
て
、

そ
の
全
容
を
初

め
て
公
開
す
る

も
の
で
す
。

雛ひ

な

と
雛
道
具

江
戸
時
代
、
大
名
家
で
は
、
姫
君
の
婚
礼

の
際
に
、
調
度
や
雛
道
具
な
ど
の
道
具
一

式
を
調
え
て
持
参
す
る
慣
わ
し
が
あ
り
ま

し
た
。
安あ
ん

政せ
い

五
年
（
一
八
五
八
）、
井
伊
家

十
三
代
直な
お

弼す
け

の
息
女
弥や

千ち

代よ

（
一
八
四
六
～

一
九
二
七
）
が
、
高た
か

松ま
つ

藩は
ん

松ま
つ

平だ
い
ら

家け

世せ
い

子し

頼よ
り

聡と
し

に
嫁
い
だ
際
に
も
、
大
揃
え
の
婚
礼
調
度
と

と
も
に
雛
と
雛
道
具
が
調
え
ら
れ
ま
し
た
。

本
展
で
は
、
弥
千
代

の
雛
と
雛
道
具
を
、
地

元
の
旧
家
に
伝
来
し
た

古こ

今き
ん

雛び
な

や
御ご

殿て
ん

飾
り
と

と
も
に
一
挙
公
開
し
ま

す
。
春
を
寿
ぐ
華
や
か

な
飾
り
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

見
渡
せ
ば
柳
桜
を
こ
き
ま
ぜ
て　

都
ぞ
春

の
錦
な
り
け
る
―
素そ

性せ
い

法
師
が
詠
ん
だ
和
歌

に
あ
る
よ
う
に
、
柳
と
桜
は
、
春
を
彩
る
花

木
と
し
て
長
く
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

本
展
で
は
、
華
や
ぐ
満
開
の
桜
や
し
な
や

4

4

4

か4

に
枝
垂
れ
る
柳
を
あ
ら
わ
し
た
絵
画
や
工

芸
品
な
ど
を
紹
介
し

ま
す
。
展
示
室
で
繰

り
広
げ
ら
れ
る
柳
と

桜
の
競
演
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

２
月
10
日
（
土
）

11
時
～
、
14
時
～

■
講
師　

奥
田 

晶
子
（
当
館
学
芸
員
）

■
日
時　

３
月
10
日
（
土
）

11
時
～
、
14
時
～

■
講
師　

髙
木 

文
恵
（
当
館
学
芸
員
）

■
日
時　

１
月
13
日
（
土
）

11
時
～
、
14
時
～

■
講
師　

髙
木 

文
恵
（
当
館
学
芸
員
）

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

 

ほ
ん
も
の
と
の
出
会
い

弥
千
代
の
雛
道
具

桜
図　

狩
野
永
岳
筆

　

個
人
蔵

12
8

（金）

1
8

（月･祝）

1
11

（木）

2
6

（火）

2
9

（金）

3
6

（火）

3
10

（土）

4
10

（火）

～

３
月

12
月

麗
う
る
わ

し
の
雅
楽
器

■
日
時　

12
月
９
日
（
土
）

11
時
～
、
14
時
～

■
講
師　

茨
木 

恵
美
（
当
館
学
芸
員
）

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

柳
桜
を
こ
き
ま
ぜ
て

　
　

―
柳
と
桜
の
デ
ザ
イ
ン
―

篳
篥 

銘
玉
笹

印
章

柳
蒔
絵
料
紙
箱
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直な
お

弼す
け

、
花か

押お
う

作
成
の
工
夫

中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
の
古
文
書
に
は
、

し
ば
し
ば
花か

押お
う

が
書
か
れ
ま
す
。
花
押
と
は
、

そ
の
人
の
サ
イ
ン
で
あ
り
、
自
分
が
書
い
た
証

拠
と
し
て
、
書
状
な
ど
に
記
さ
れ
ま
す
。
花
押

は
、自
分
の
名
前
の
漢
字
や
別
に
選
ん
だ
漢
字
、

図
案
な
ど
を
元
に
し
て
、
一
部
分
を
デ
フ
ォ
ル

メ
し
た
り
、
部
分
部
分
を
合
体
さ
せ
た
り
す
る

こ
と
で
、
そ
の
人
独
自
の
形
に
作
り
上
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。

さ
て
、
彦
根
藩
井
伊
家
文
書
の
中
に
、
井
伊

家
十
三
代
直な

お

弼す
け

が
花
押
を
推
敲
す
る
過
程
で

使
っ
た
と
思
わ
れ
る
書
付
が
あ
り
ま
す
（
写
真

１
）。
右
上
に
直
弼
が
号
と
し
た
「
柳や

ぎ

王わ

」
と

「
直
弼
」
の
字
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。「
長
」「
言
」

「
桃も

も
の
や舎
」
の
字
も
あ
る
の
で
、
直
弼
の
国
学
の
師

で
あ
り
、
側
近
で
も
あ
っ
た
長
野
義よ

し

言と
き

の
影
響

を
受
け
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
（
桃
舎
は
長

野
の
号
）。

ど
の
よ
う
に
字
を
花
押
ら
し
い
形
に
変
え
て

い
く
の
か
、
一
例
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
一
番

右
下
の
花
押
の
案
（
①
）
に
注
目
し
て
く
だ
さ

い
。
こ
の
上
方
や
や
左
に
「
言
」
の
字
が
あ
り

ま
す
が
、
こ
の
花
押
は
、「
言
」
の
真
ん
中
の

短
い
二
本
の
横
線
を
一
本
に
し
、
下
の
「
口
」

の
部
分
を
大
き
く
し
た
形
と
し
て
と
ら
え
ら
れ

ま
す
。
②
の
花
押
な
ど
は
、
こ
の
傾
向
を
さ
ら

に
強
調
し
て
、
か
つ
「
口
」
の
下
の
横
線
を
左

右
に
突
き
出
し
た
形
に
な
っ
て
い
ま
す
。
江
戸

時
代
の
花
押
に
よ
く
あ
る
、
天
地
に
横
線
を
配

置
す
る
形
（
写
真
２
）
に
、
近
づ
け
よ
う
と
し

た
工
夫
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
書
付
に
は
、
他
に
も
工
夫
が
見

ら
れ
ま
す
。
そ
れ
は
、
二
つ
の
漢
字
を
用
い
て

別
の
漢
字
を
選
び
出
す
、
反は

ん

切せ
つ

と
い
う
方
法
で

す
。
こ
の
書
付
の
右
上
、「
柳
」（RYU

）
と
「
王
」

（O
U

）
の
下
に
「
切
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
反
切
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
お

り
、RY

＋O
U

に
よ
っ
て
新
た
にRYO

U

と

い
う
音
を
得
て
、
そ
の
音
に
合
致
す
る
漢
字

「
良
」
の
字
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
、
二
つ
の
漢
字
か
ら
、
一
方
の
最
初
の
子
音

と
、
も
う
一
方
の
最
初
の
母
音
以
下
を
つ
な
ぎ

合
わ
せ
て
、
新
た
な
音
を
つ
く
り
、
そ
の
音
の

字
を
選
ぶ
、
と
い
う
方
法
が
反
切
で
す
。

「
直
」（CH

O
KU

）「
弼
」（H

ITSU

）
か
ら

も
同
様
に
し
て
「
秩
」（CH

ITSU

）
の
字
を
得

て
い
ま
す
。
注
目
し
た
い
の
は
、
こ
こ
で
は

も
う
ひ
と
ひ
ね
り
加
え
て
、「
秩
」（CH

ITSU

）

と
「
良
」（RYO

U

）
か
ら
反
切
に
よ
っ
て
「
長
」

（CH
O

U

）
の
字
を
得
る
と
い
う
、
二
段
階
の

反
切
を
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
で
す
。
反

切
に
よ
っ
て
花
押
の
元
の
字
を
選
ぶ
例
は
他
に

も
あ
り
ま
す
が
、
二
段
階
の
反
切
を
し
て
い
る

例
は
あ
ま
り
見
か
け
ま
せ
ん
。

も
っ
と
も
、
直
弼
が
使
用
し
た
花
押
は
、
反

切
を
用
い
ず
、「
弼
」
や
「
柳
」
の
字
を
変
形

さ
せ
た
も
の
で
し
た
（
写
真
３
）。
と
は
い
え
、

も
の
ご
と
に
熱
中
す
る
傾
向
が
強
い
直
弼
が
、

花
押
を
考
え
る
と
き
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫

を
し
て
試
行
錯
誤
し
て
い
た
様
子
が
思
い
浮
か

び
ま
す
。�

（
早
川 

駿
治
）

研
究
余
録

金 
亀 
玉 

鶴

博
物
館
の
正
月
飾
り

　

年
末
に
な
る
と
、
博
物
館
で
は
能
舞
台
に

注し

連め

縄な
わ

と
鏡
餅
を
供
え
て
、
新
た
な
年
を
迎

え
る
準
備
を
し
ま
す
。
ま
た
、
井
伊
家
当
主

の
甲
冑
に
は
、
太
刀
と
弓
を
備
え
た
具ぐ

足そ
く

飾
か
ざ
り

を
施
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
武
家
の
正
月
行
事

で
あ
る
具ぐ

足そ
く

祝い
わ
い
に
倣
っ
た
も
の
で
す
。

　

新
春
を
彩
る
め
で
た
い
飾
り
を
、
こ
の
機

会
に
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
期
間　

１
月
１
日（
月
・
祝
）～
１
月
８
日（
月
・
祝
）

写
真
１　

井
伊
直
弼
花
押
草
案

◆ 展示替および工事による
休館のおしらせ ◆

工事の進捗状況により前後する場合があります。その際は、ホー
ムページなどでお知らせします。
ご迷惑をおかけしますがよろしくお願いします。

【休　館】
　平成29年12月 1 日（金）～７日（木）、
　　　　　12月25日（月）～31日（日）、
　平成30年２月７日（水）・８日（木）、
　　　　　３月９日（金）

【一部休室】
　平成30年１月９日（火）～２月６日（火）、
　　　　　２月９日（金）～28日（水）、
　　　　　３月７日（水）・８（木）

写
真
２　

徳
川
家
康
花
押

写
真
３　

井
伊
直
弼
花
押　
　

（
右
は
「
弼
」
が
元
の
字
、

左
は
「
柳
」
が
元
の
字
）
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２月
10
土

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

雛
と
雛
道
具

美
術
講
座

知
的
美
術
探
訪

　
　

―
日
本
美
術
の
銘
と
号
―

17
土

11
日

開
館
記
念
日

１月
13
土

彦
根
藩
主
井
伊
家
の
印
章

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

10
土

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

柳
桜
を
こ
き
ま
ぜ
て

　
　

―
柳
と
桜
の
デ
ザ
イ
ン
―

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

催
し

雛と雛道具
2/9 ～ 3/6

特別公開

柳桜をこきまぜて
―柳と桜のデザイン―

3/10 ～ 4/10

テーマ展 12
月
～

３
月

　“ほんもの”との出会い

12月
9
土

25
月 

～
31
日　
　
　

休　

館

3/
7･8

 

展示替により一部休室

テーマ展

麗しの雅楽器
12/8 ～ 1/8

麗
し
の
雅
楽
器

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

３月

彦根藩主井伊家の印章
1/11 ～2/6

テーマ展

9
金　
　
　

休　

館

入
門
講
座

彦
根
藩
の
歴
史

　

ま
る
わ
か
り 

直
虎
と
井
伊
家
歴
代
当
主

3
土

4
日

1
金 

～
7
木　
　
　

休　

館

7
水
・
8
木　
　
　

休　

館

古
瀬
戸
肩
衝
茶
入　

銘
夏
山

知
的
美
術
探
訪 

―
日
本
美
術
の
銘
と
号
―

　

日
本
美
術
の
銘
と
号
、
す
な
わ
ち
、
作
品
に
付

け
ら
れ
る
「
名
」
に
つ
い
て
と
り
あ
げ
ま
す
。
茶

道
具
に
つ
け
ら
れ
る
銘
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
雅
楽
器
の
銘
の
歴
史
は
そ
れ
よ
り
遡
り
ま
す
。

一
方
、
刀
剣
で
は
、
そ
の
名
を
、
銘
で
は
な
く
「
号
」

で
表
す
の
が
一
般
的
で
す
。
本
講
座
で
は
、雅
楽
器
、

茶
道
具
、
刀
剣
、
そ
れ
ぞ
れ
に
お
け
る
銘
や
号
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

■
日
時
・
内
容

　

２
月
17
日
（
土
）　

13
時
30
分
～
16
時
10
分

　

第
１
講
「
雅
楽
器
の
銘
」（
茨
木
恵
美
）

　

第
２
講
「
茶
道
具
の
銘
」（
奥
田
晶
子
）

　

第
３
講
「
刀
剣
の
号
」（
古
幡
昇
子
）

■
会
場　

当
館
講
堂

■
定
員　

50
名

■
資
料
代　

２
０
０
円

　

＊
１
講
の
み
の
受
講
の

　
　

場
合
も
同
額

■
申
込　

当
日
受
付

　
　
　
　
（
先
着
順
）

美
術
講
座

小
太
刀　

銘
友
成
（
号 

君
万
歳
）

彦
根
藩
の
歴
史

　

ま
る
わ
か
り　

直
虎
と
井
伊
家
歴
代
当
主

　

今
回
の
講
座
で
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
お
ん

な
城
主　

直
虎
」
で
と
り
あ
げ
ら
れ
た
井
伊
直
虎
、

そ
し
て
彦
根
藩
の
歴
代
当
主
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
事
績
、
人
柄
、
時
代
背
景
な
ど
か
ら
、
当
主
そ
れ

ぞ
れ
の
治
世
を
わ
か
り
や
す
く
紹
介
し
ま
す
。

■
日
時
・
内
容

　

２
月
３
日
（
土
）　

13
時
30
分
～
16
時

　

第
１
講
「
直
虎
・
初
代
直
政
・
二
代
直
孝
・

　
　
　
　
　

三
代
直
澄
」�

（
渡
辺
恒
一
）

　

第
２
講
「
四
代
直
興
・
五
代
直
通
・
六
代
直
恒
・

　
　
　
　
　

七
代
直
惟
」�

（
早
川
駿
治
）

　

２
月
４
日
（
日
）　

13
時
30
分
～
16
時

　

第
３
講
「
八
代
直
定
・
九
代
直
禔
・
十
代
直
幸
・

　
　
　
　
　

十
一
代
直
中
」�

（
蔭
山
兼
治
）

　

第
４
講
「
十
二
代
直
亮
・
十
三
代
直
弼
・

　
　
　
　
　

十
四
代
直
憲
」�

（
太
田
黒
真
美
）

■
会
場　

当
館
講
堂

■
定
員　

60
名

■
資
料
代　

４
０
０
円

■
申
込

往
復
は
が
き
往
信
の
裏
面
に
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
、
復
信
の
宛
名
面
に
住
所
・
氏

名
を
明
記
の
上
、「
入
門
講
座
係
」
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
（
１
人
に
つ
き
１
通
）。
彦

根
城
博
物
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
し
込

み
で
き
ま
す
（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）。

■
申
込
期
間

　

12
月
１
日
（
金
）
～
1
月
4
日
（
木
）
必
着

入
門
講
座

井
伊
家
歴
代
画
像

常設展示　

2/
9 ～ 28

展示替および工事により一部休室

1/
9 ～

2/
6

展示替および工事により一部休室


